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セッション 2-1 

「越境する大衆文化一一1つのアジア大衆文化の成立なのか」

[コーディヰ、ーター]

橋爪大三郎(東京工業大学)

[パオ、リスト]

斎藤英介(株式会社アミューズ)

白石きや(コーネル大学)

ディヴィット・ウー(香港中文大学)

.はじめに

このセァションでは、アジアが文化的

に一つのまとまりを今後生み出すのだろ

というテー?について議論が行わうか、

れた。特に、文化のー領減としての犬衆

文化というものが非常に各国に相互乗り

入れしているという動きがある。議論の

際、ニの事実をまず知りその意味すると

ころを考えてみるニととした。

また、このセ ッションでは問題を文化

領域に限定した。すなわち政治や経済の

話は一切議論しない。また、上述のとお

り大衆文化にさらに問題を限定した。い

わゆるポップカルチャーに焦点を絞った。

ハイカノレチャ一、高級文化については

切問題をオミットした。最初に、越境す

る犬衆文化の例としてパオ、リスト 3名か

らそれぞれ具体的な事例の報告があった。

.パネリスト力、らの報告

音楽事務所アミューズの国際部長とし

て、アジアの歌手を日本に紹介する活動

をしている斎藤きんからの報告によると、

はじめこのアミューズという事務所は売

込み先として、アメリカにアプローチを

してレた。しかしアメリカでの音楽ヒ♂ジ

オ、スはEうもうまくいかなかった。例え

Ifロックとかを日本からアメりカに持っ

て行っても、こちらでは向こうにヒット

しそうな要素を備えていると恩われるに

もかかわらず、多分アメリカから見ると

アジアから変なものが来たというふうに

見られてしまう。厚い壁があった。

そこで方向転換として1990年に香港に

マーケットリサーチもせずに事務所を開

いたわけだが、ここで電話をかけま〈っ

たりしていろいろビジオ、スぞ展開してみ

たところ仲間として受け入れてもらえる

というふうな感触を得る。そこで米国か

らアジアに方針を転換するというどジオ、

ス上の決断を行った。

斎藤氏の報告て、は以下のエピソードが

興味深い。

① これからはいろいろな商で中国が非

常に大きな世界的マーケットとして現

れてきて、英語と北京語の時代になる

だろう。そこにまず日本は十分気が付

かなげればならない。

② そういう国際的なネットワークの中

て新しい文化を生み出していく。それ

によって今後の日本の文化ピジオ、スの
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最前線がある。

2番目の報告は白石さん、取。上げら

れたのはドラえもん。ドラえもんはマン

ガだが動画となりテレピで各国に放映さ

れている。インドオ、シアで放映されてそ

れが非常に受容されて子供達に受け入れ

られてい〈というプロセスを体験したの

でそれについてのいろいろな分析的考察

が報告された。

ドラえもんは未来からやって来たロボ‘

ツトで、アメリカの映画の主人公ターミ

オ、ーターと違って非常に現在の人達に対

して優しい。そしてポケットからいろい

|ろなハイテク製品を取り出して問題を解

決して行しこれは日本のハイテク産業

社会が消費者にとっている態度と同じも

のであると考えられるのではないか。そ

うするとドラえもんは資本主義の象徴で

あるということもできるだろうし、ある

いはさらに踏み込んで言うとアジアの

|国々の細カな差異tいうのに気が州、

それにふさわしい製品を送り込んでいる

日本の企業活動の象徴というふうにも捉

えられるのではないかtいう示唆があっ

た。

3番目の報告者としてデピッド・クー

さん。ワーさんは東京、上海、香港とさ

まざまなアジア都市におげる若者文化が

共通の特徴をもって成立しているという

事実に注目している。そして特に例とし
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て取り上げたのは食ペ物、食文化であっ

た。これは従来注目されることが非常に

少なかった領域である。印象的な例とし

ては、ケンタァキーフライドチキンが香

港に出底した時の話。最初はマーケット

リサーチが十分でなかったので失敗した。

というのも、唐揚げの鳥というのは漢方

てνうと非常に良くなし、「気」を体の中

に生むわげて、あり、常識に合わなかった

ために進出は失敗した。

2回目に進出したときにはその点を十

分に研究していたので、フライドチキン

は今成功している。このように食文化に

限ってではあるが、進出するときには十

分な?ーケット戦略が必要であり、受け

入れる側に暗黙のうちに存在する、人々

が持っている社会的文脈い、うもの、そ

れを発掘してL、〈作業が必要だという。

以上3名のパネリストからの報告を踏

まえ討論を行った結果、次のことがポイ

ントとしてあげられた。

① 各報告者て当然踏まえられていたこ

ととしてあるのは、アジア地成の非常

な異質性、多様性というこしアジア

は一つであるという単純素朴な前提か

らは議論は進まない。これは当然のこ

とながらパネリストの一致した見解で

あった。それではその異質性の壁を越

えてどういうふうな文化的な越境が起

こるのであろうか。そのためにL、ろい

ろな条件があるらい、い、うことが議

論きれた。一つは先ほどの社会的文脈

のようなものである。

② 言語の関与つまり言葉があると越境

しに〈いと いう問題があるのではない

か。食文化の場合はあまりこうしたこ

とは問題ないが、言葉が絡む'bのにな

るtf91!えば音楽などは歌詞の問題があ

る。越境しにくい tいうことがあるの

かどうか。

③ アメリカの問題。つまりアメリカナ

イゼーションということがアジアの都

市文化の聞では非常に広〈起こったわ

けだが、これはもしかする t超境の原

因になっているのかどうか。結論は出

なかったが関係はありそうだ。

④ 大中華圏の存在。アジアにおいては

やはり中国のプレセンスが大きい訳fご

が、これがどれくらい重要になるのか

Eうか。

.おわりに

最後に司会の橋爪氏より以下のコメン

トがあった。

① アジア地主主における文化の越境tい

うのは現在進行中のプロセスである。

考えてみるのはとても大事だが、もう

少し様子を見ないとわからないという

ところカずある。

② しかし、実は我々はもうその動きの

中に巻き込まれているわげで、自分た

ちがその文化を作ってい〈という態度

でなければならず、たんなるオブザー

パーで済む問題ではなL、。そのために

11、パートナーを見付けていくことが

大切だろう。もうピジオ、ス11日本だけ

Aパネリスト
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でできるものではない、このことはビ

ジネスだけでな〈文化活動でも同様fご

ろう。

③ パートナーは、アメリカ人であるか

もしれないしベトナム人て.あるかもし

れないし何人であるかわからない。し

かし、そのパートナーと理解しあって

事柄を進めていくこ tが新し L、文化創

造の道である。もうそこしかない。

④ パートナーを見付けて国際協力のオ、

ットワークを作ってい〈という kきれ

いごtに聞こえる。しかし、偏見とい

う問題は無視できない。先ほどのアミ

ュースーという会社はやはり最初にアメ

リカに向かつてその次にアジアに向か

って新しい発見をしていった。やはり

偏見があったし今もあるだろう。ある

いは日本全体にとっても歴史に直面し

ていないという意味でどこかにコンプ

レツクスを隠している部分がある。

⑤ この偏見というものをきちんと見据

えていかないとノマートナーは*il.めない

のではないか。それはおそらくよその

国にも言えることであり中国や緯国や

様々な国にお互いの文化に対する偏見

や誤解というものはあるだろう。この

F斤在をきちんとえ寸り出していくとい

うことも文化に携わる者の仕事ではな

いTごろうか。

0995年 l月10日 於:国際交流基金

・国際交流フォーラム)
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J pヂu-~ tI-/ー写会
『第17回国際学生ンンポジウム

[コーディヰ一世ー}Coordinator 
橋爪大三郎
東京工媛大学工学g活動敏X!.lI門U

u会合併.自*"'ピュラ-lIl民$舎の
理事を棋のるなどユ二ーク'111吉
学者として活11<.主として.大衆文
化のL!l1鼻をgえた軸きがもたらす
怠睦を.'"由などを中心に社会掌的
に分析.

Hashizume Daisaburo 
As.socIale P同f回目r.Tokyo 1051;. 
IUIc: of Technology， Jap3.n 
(Soc;ology) 
Dirc:clor. J3p1nese ̂“ociation for 
thc Sludy o( Popular Music 
(JASPM) 

動 4首11去• l月 IU口 L少(J

国際シンポジウム

第 2部会

「グローパライゼイションと文化一変容、創造、そして共存」

Session2 
GlobalizationむldCulture: 
Transformation， Creation，むldCoexistence 

[パネリストJpanelists 
斎麗英介
検式会社アミューズ取締役国障箆

A.ザンディー φ ラム"01・彊)をは
じめとする東アジアの代演的ポ

ピュラー取手e日本に担分ずる ζ
とで掴られる.11近U、中国各地で
町ポピュラー取手育曜にも活置し

ている.

Saito Eisuke 
Exc:cUlivc Dircc[or. Imcmal;onal 
OIv日;on.AmuSt: Inc.. hp四
(Populat music pr吋ucc:r)
Promotion o( pop music e.l.change 
in E担トAsia

アジア太平洋地域では、経済発展、中間層の爆発的増大、都市化、 8らに交通手

段・マスコミの発達によって、急激な「異なる文化のかき混ぜ現象」か'起こってい

ます。これはグ口ーパライゼイションが文化にもたらした、最もはっきりした作

用なのです。そこで第2部会で¥;i、アジア太平洋における文化の現在と未来につ

いて意見を交わします。

ー.'・
「越境する大衆文化一

1つのアジア大衆文化の成立なのか」

セッション2-1

. . 

ポスト冷戦の幕開けとともに、世界の大衆文化状況が変化しはじめている。冷車I時代の半世紀、 7s

リカが世界のポップ・カルチャーをリードし、ジーンズ・ロック コカコーラに代表される一元的ライ

フスタイルを広めてきた。日本の大衆文化は、最初それに強いあこがれを飽き、模倣し、そのあと徐々

に内閉の度合いを深めてきた。ポピュラー音楽を例にあげるなら、ω年代まで続いた洋楽/邦楽の対
立は、 70年代に入ると意味を失い、国産の音源が市場の大半をおさえるように立った。ここでいう「内

閉jとは、アメ')カ文化のリーダーシップを認めたうえで、実際にはそれをデフォルメした国産の作品

を享受することをいう。ところが90年代になって‘東アジアー東南アジア地核の急速な経済発展とそ

の将来性がクローズアップされると、その文化的なネットワークにも注目が集まるようになった。た

とえば中国大陸では香港台湾へのあこがれが強いl.日本は消費文化のモデルとなっている。東南ア

ジア各国のあいだにも、復維な影響関係のネ yトワークがある。これは何を意味するのか? アジア

の大衆文化は、融合への道をたどるのであろうかフ

白石さや
米国コーネル大学宮島敏慢.r東南
アγア民銀酷j、『子供の主化人矧
管Jおよび『世賓の文化人商学Jを飢
鋸.近'fllγoung Her08S: The 
Family and School New Order 
Indonesiatt‘国民国家インドネシ
ア的文化人絹学的研究.

Saya S. Shir.ishi 
Visiring Assislant Profcssor. 
Asian SludIcs & Anthropology目
Comdl Univ巴rsily.U.S.A 
{Anlhro凹logy:Indonesilln s[ud. 
t閏)

国
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僑爪大三郎

Session 2-1 
Transnational Pop Culture:Creating a Common Asian Pop Culture? 

In Ule post-Cold War era， world p唱pculture has begun to change. Ouring Lhe half-century of the Cold 

War， the United S!at口 leadLhe world pop cullure scene and exported • lifestyle symbolized by jeans. 
rock-.nd roll. and Coca-Cola. Japanese pop cullure initi剖Iyidolized and imitated American pop 

cuhure，出enembarked on a gradual proc回 sof“self-cIosure." [n popular music， for example， a 
cJear cont同Slbelween Westem and Japanese music川出e1960s tumed vague after the j 970s，回d由e

Japanese m.rket share of music software increased [0 more th.n (日iftypercen叫 "Selげf噌-c10田su山r悶eιa出s 
menlioned above. rcfers 10出ephenomenon of people wilIing to appre口atedomestic cultures which 

have bccome more Westem-style at the expense of山eoriginal， indigenous slyle 

In the 1990s. wi出 therapid economic development of East and Southeast Asian countries. attention 

has tumed 10 weaving cultural netwdrks among山田ecountnes. For instance， m剖nlandChina holds 

gre.t love for both Hong Kong .nd Taiwan. and Japan is considered Lhe model of a consumption 

cu1ture. Among thc countries of Southcast Asia too， lhere is a complicated network of inteπelarion-

ships. What does this mean? WilI the popular cuItures of Asia merge? 

デイヴィッド・ウー
(呉燕和)
寄港中立大学町人lII'闘争A.東アジ
ア町鐙酒Fitl理的中で台園しつつあ
る命間沼町コスモポリタン性と、そ
こから生まれて〈る東アジア同国

聞の文化宣浪町可舵性に注目.

Oavid Yen-Ho WU 
Readcr & Chairpc向。n.Dcpart 
ment of Anlh悶pology，τncChj 
ncsc UnivcrsilY of Hong Kong 
(Anlhropotogy. cross.cullural 
slud闘}

1.今、先生の関心のある事項は何ですか

2，先生にとって、戦後50年とは、どのような時

代であったと思いますか。

トヨタ財団設立20周年記念

橋爪大三郎

(1ましづめ・だいさぶろう)

1948年神奈川県生まれ。 1977

年東京大学大学院社会学研究科

博士通経修了以後、無所属で執

筆に J念。 1989年より東京工業

大学工学部助教綬(社会学)を

経て1995年より同教慢。

(分科会E講師兼)

3.冷戦崩接後の211世紀の世界の対立軸は何に

なると思いますか。

1.社会学者として言えば、自分の立場をいっそ

う完成させること。具体的には、権力について

の理論的な考察を進めること。

もうひとつの仕事としては、日本の知性の思

想的系譜を再度構成すること。仏教、儒学、国

学なとのリーズニングを、英語圏の人びとにわ

かるように説明する。

教育面では、東工大の新専攻(価値システム

専攻=VALDES)を成功させること。理工

系と文系にまたがった、意思決定学のトレーニ

ング・システムを確立する。

対社会的には、日本の社会科学に対する信頼

を回復すること。日本社会の制度改革を成功さ

せること。

2 日本の近代化の、第二期であった。日本の敗

戦一冷戦という特殊な時期、日本の発展の披行

性がひとくなった。知の大衆化と世俗化が進み、

( ものを考えるのがむずかしくなった。

3 南北対立(先進国・対・第三世界)が納とな

l り、そのうえに、さまざまな国際関係のパワーゲ
1吋変奏されて山
4.何が許されている(できる〕かをまず考え、

そのなかから選択肢を選ぶのではなく、なにか

やりたL、かをまず考え、つぎに、それがなぜで

きない(許されていなしっかを考えるほうが、

ファイトヵ、湧いてくる。

国際学生シンポジウム運営委員会

一一
一
我々の議論をリードし、時には厳しい批判や意

見をお伺いし、時には我々が意見をぶつけるパネ

リスト・分科会講師の先生方を紹介いたします。

多くの先生方をお迎えするため先生方のご意見、

問題意識が分かるよう、我々の用意した質問にお

答えいただきました。

(敬称を省略させていただきました。)

(50音11頃)

パネルディスカッションに先立ち、パネリスト

の先生方には以下の共通の質問(1・2・4)、

それぞれの専門分野に員IJした質問(3) I三お答え

いただきました。

くパネリスト〉I 

各パネリスト

4. 21世紀を担う学生たちに、何かメッセージを

お願いします。

※ 3， 

Hashizume Daisaburo 
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“Transnational Pop Culture: Creating a Common Asian Pop Culture?" 

raises the question of whether Asia will become a kind of coherent unit or not. In 

order to consider this question， we intended to. consider the facts and their 

implications in the field of popular culture because it is this field in which each 

country' s products are now entering into the markets of other countries on a large 

scale. We confined ourselves to the field of culture as a premise of the discussion， 

thus we did not discuss politics and economics. And we concentrated further on 

popular culture， so-called pop culture. First of all， three panelists hav巴 reported

several concrete examples of popular culture that transcend national boundaries. 

The first presentation was made by Mr. Saito Eisuke， Executive Director of 

the International Division of Amuse， Inc.， who has been working in the business of 

different genres of popular culture such as introducing Asian singers in Japan. 

According to Mr. Saito， this Amuse， Inc. at first approached the American market， 

but the business ran into a blank wall; for example， when they brought Japanse rock 

musicians， who they thought had the potential to be a hit， to the United States， 

American business perceived them as something strange from Asia. Therefore， in 

1990 they established a company in Hong Kong without doing any market research. 

Because doing business in Asia gave them the feeling that they are accepted by 

Asian society as compatriots， they made a business decision to change their policy 

from Western-oriented to Asia-oriented. He related many interesting episodes， 

but to sum them up we should note that in the future， China will emerge as a 

tremendously large worldwide market in many aspects， and we will see the age of 

the English and Chinese languages. Thus， the frontier of Japanese culture business 

lies in the creation of new cultures in a worldwide network. 

The second presentation was made by Ms. Shiraishi Saya about Doraemon， a 

Japanese popular TV animation program. Originally this Doraemon was a cartoon， 

but later it was developed as an animated film. During her fieldwork in Indonesia， 
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む
け
て
科
学
の
新
し
い

方
向
性
を
探
っ
た
も
の
で
、
出
席
者
(
一

五
名
)
の
専
門
分
野
は
、
社
会
学
、
国
際

経
済
論
、
水
理
学
、
大
脳
生
理
学
、
放
射

線
生
物
化
学
1

1
と
多
彩
だ
。

第
一
部
「
地
球
環
境
問
題
を
ど
う
理
解

す
る
か
L

、
第
二
部
「
生
命
か
ら
地
球
環
境

を
考
え
る
」
、
第
三
部
「
中
国
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
L

、
第
四
部
「
持
続
可
能
な
未
来
へ

の
社
会
シ
ス
テ
ム
」
の
四
部
構
成
で
、
第

二
部
が
ユ
ニ
ー
ク
。
例
え
ば
吉
川
研
一
・

加
藤
陽
両
氏
(
物
マ
ヒ
命
情
報
学
)
は
、
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自
然
や
生
物
の
行
っ
て
い
る
現
象
と
「
非

線
形
関
数
」
の
密
接
な
関
係
を
指
摘
、
従

来
の
科
学
技
術
文
明
は
理
路
整
然
と
し
た

線
形
の
数
学
を
前
提
に
し
て
き
た
が
、
「
持

続
的
発
展
」
と
は
、
混
沌
に
み
え
る
「
非

線
形
」
の
発
想
を
と
り
い
れ
た
科
学
技
術

文
明
の
構
築
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と

指
摘
し
て
い
る
。

一
方
、
第
四
部
の
西
山
賢
一
氏
(
文
化

生
態
学
)
は
、
持
続
可
能
な
社
会
を
考
え

る
新
し
い
経
済
学
の
可
能
性
と
し
て
、
エ

ン
ト
ロ
ピ
ー
経
済
学
、
生
態
学
的
経
済
学
、

制
度
主
義
を
紹
介
。
制
度
主
義
は
慣
習
・

習
俗

・
ル
ー
ル
・

文
化
と
い
っ
た
理
路
整

然
と
し
た
ほ
則
で
は
割
り
切
れ
な
い
要
素

が
経
済
活
動
に
果
た
し
て
い
る
役
割
を
解

明
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
お
り
、
先
の

吉
川
・

加
藤
両
氏
の
論
文
と
通
じ
る
と
こ

ろ
が
あ
り
、
興
味
深
い
。

こ
の
例
の
よ
う
に
一
見
関
係
な
さ
そ
う

な
学
問
分
野
が
環
境
問
題
と
い
う
接
点
で

通
い
あ
う
点
が
出
て
く
る
様
子
が
読
ん
で

い
て
面
白
い
。
環
境
研
究
の
今
後
の
可
能

性
を
示
交
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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she observed that this animated film was broadcast by Indonesian TV and was well 

accepted by Indon巴sianchildren. Doraemon， a robot from the future， is very kind 

to contempor紅ypeople-unlike Terminator， a hero of American film一ands叩01竹ve邸s 
ma叩nyp戸ro油ble巴msusing hig帥hι1ト-北chP戸ro吋du山ctωstaken out of hiωs pocket. Her analysis 

suggests that this presentation of Doraemon reflects the attitude of high-tech 

industries toward consumers， and thus Doraemon could be considered the symbol of 

capitalism. Further， we may say that Doraemon is a symbol of Japanes巴business

activities which understand the detailed differences of Asian countries and so 

produce and sell goods appropriate to each market. 

The third speaker was Dr. David Wu. Dr. Wu remarked on the fact that 

youth culture in various Asian cities has been巴stablishedas a common Asian 

cultur巴 Heraised food culture as an example， which so far has attracted less 

attention. Among the episodes he raised， for me the most impressive one was the 

story of when K巴ntuckyFried Chicken opened its first shop in Hong Kong 

Because of insufficient market research， they failed， but when they tried a s巴cond

time， due to叩 adequatestudy of the m紅ket，they were successful. τllis case 

c1early shows that when entering into a new market， a well-planned market strategy 

is necessary in order to find the social context in which a cultural product may be 

accepted 百1Ishas strong implications for the theme of the session. 

In the discussion held after the presentations， so many problems were raised 

that 1 cannot report all of them in this limited space. Thus， 1 would like to point 

out some of the more important topics. First of all， 1 should mention that the 

panelists unanimously agreed that Asia is so diverse and heterogenous that we 

cannot start our discussion from a simple assumption that Asia is a unified entity. 

Then， the discussion focused on th巴 questionof how transnational cultural 

circulation takes place despite heterogeneity. We came to the conclusion that this 

phenomenon occurs when certain conditions are fulfilled. One of the conditions 

is the social context of the recipient side as previously mentioned. This social 

context is not always rational， but sometimes it is based on a misunderstanding on 

the recipient sid巴 Forexample， Dr. Wu asked the question， when did Japanese 

begin to drink oolong tea， which originated in China and is now very popular in 

Japan. 1 
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it is point巴dout by Chinese people. So， we agreed that it is impωtant to study 

these issu巴sfrom m叩 y釦 gles

S巴condly，the problem of the role of languag巴wasdiscussed， the question of 

whether it is difficult for culture to circulate if languag巴isinvolved. In the case of 

foo.d culture， this is not a problem; but for example， in the case of songs which 
naturally involves languag巴asIyric lines， there may be some difficulty b巴causeof a 

language barrier. Thirdly， we discussed th巴 United States. The so-called 

Americanization of urban culture widely took plac巴afterthe Second World War in 

the bigger Asian cities. A question arose if this Americanization caused the 

transnational circulation of Asian popular culture in th巴 laterperiodつ Wecould 

not reach a conclusion， but it seems that there is some relation between 

tr釦 snationalAsian popular culture and Arnericanization. The fourth issue 

concerns the so-called Greater China Zone. In Asia， it is obvious that the 

Chinese presence is huge， but to what extent will it become the key factor of th巴

problem? We did not come to a conclusion on this issue， either. 

To recapitulat巴thewhole session， sinc巴transnationalcultural circulation is 

叩 ongoingprocess， we need further observation and it is not yet time to make any 

conclusions. Secondly， we are involved in this movement so that we may assume 

the attitude of a creator of new culture， not an observer. As Mr. Saito of Amuse， 

Inc. has pointed out， in the process of creation we should find a partner or partners， 
either the Americans， Vietnamese， or someone else， and collaborate with them 

based on mutual understanding. We c釦 nolonger develop our business or other 

cultural activities among Japanese alone， but cultural creation can only be 

implmented through p訂tnership betwe巴n different cultures. Speaking of 

partnership and a network of international cooperation sounds Iike whitewashing 

the reality， but we a1so talked about the problem of prejudice as Mr. Saito pointed 

out. First his company considered Arnerica， then turned to Asia， and he frankly 

admitted that he had and perhaps still has biased views on Asia. Japan as a whole 

veils its phychological complex toward Asia as it has never confronted， only 

glossed over its history of invading Asia. 1 think that unless we look steadly at our 

prejudice toward Asia， we will not be able to巴stablishpartnerships with Asian 

people. The same is true for other Asian countries， which 
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